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（内容の要旨） 
佐藤友紀子君の学位請求論文は “The Function of Christian Elements in the Media: Analyzing the News Coverage 
of the Great East Japan Earthquake in Germany and USA”（ 報道メディアにおけるキリスト教的要素とその機能 
- 「3.11」をめぐる独・米の報道分析と比較）と題され、日本で発生した東日本大震災をめぐる3.11報道が、ドイツ語
圏（ドイツ）および英語圏（アメリカ）でどのように発信されたのか、特にその報道コンテンツに含まれるキリスト教
的要素の機能に着目して分析および考察をおこなったものである。本研究は従来、文献学・文学研究の分野で多く用い
られてきた宗教言語機能の分析を報道メディアに適用することで、報道コンテンツの伝達プロセス内に価値の転換が起
きていることを指摘したものである。本研究の新規性は、報道コンテンツが受容されるまでのプロセスで変容する要素
を、データの検証をもって可視化した点、そして手法として用いた宗教言語データベースシステムを独自に開発・運用
した点にある。 
本学位請求論文は全９章の本論ならびに添付資料（データベースに格納されたデータ及びドイツとアメリカでの聞き
取り調査内容）から構成されている。 
 
第１章から第３章にかけて、本論では研究の背景である問題の所在と先行研究における本論の位置付けについて論述
している。表現手段である「ことば」は、その社会構造や文化と密接な関連性を持つ。ことばが使用される言語圏の文
化的背景に規定されることは、欧米圏の言語使用にキリスト教的要素もまた文化的背景として内在することを意味す
る。ここでは、宗教的言語表現が宗教の語場を超え、テキストコンテンツに重要な機能を果たす事例を示しながら、複
数の先行研究を俯瞰して論述している。特に、発信者側の意図の有無に関わらず、宗教的要素が表現手段として使用さ
れる場合、その記事コンテンツは受信者側にどのように伝達されるのか、この点を可視化することは、他の言語圏から
発信される報道メディアの捉え方を相対化する上で重要な課題であることを問題提起として述べている。 
第４章および第５章においては、本研究が扱うコンテンツデータの内容および意識調査の手法が述べられている。特
に本研究が対象とする独米 3.11報道の記事データについては、収集するメディア媒体の選定手順、収集期間および規
模や位置付けに考慮し、全国紙と地方紙というカテゴリーの他に、ドイツについてはカトリック教区およびプロテスタ
ント教区の両地域、ならびに旧西独地域および旧東独地域の両地域が調査対象の範疇に入ることに留意している。この
点は、著者が現地でおこなった意識調査の内容部分にも大きく関与する点であり、メディアコンテンツの分析結果と併
せて総合的に考察するうえで、精度の高い調査データの収集を可能にしたと考える。また、おもに第５章（及び第２章）
で展開されている宗教言語要素の抽出プロセスおよびデータベースのタグとなる宗教言語コーパスの構築は、本論のな
かでも極めて新規性の高い部分である。この宗教言語コーパスの構築は、文献学の分野で多く手法として用いられる旧
約・新約聖書ならびに両外典をデータとして格納する聖書コンコーダンス（Bibelkonkordanz）、神学分野の重要なレファ
レンスである聖典資料(catechism, Kirchenkalender 等)ならびに図像学の分野において専ら使用されるキリスト教図
像学関連のシンボルやメタファー、アトリビュートデータ資料を用いて、語彙および文脈中の位置付けを一つ一つ検討
しながらコード化する方法を取った。この第５章では、本研究で扱う実際の新聞報道記事(1307 件)を対象にコーディ
ング作業をおこない、結果としてタグとなる宗教言語表現(独150, 英59)を抽出し、データセットとして確定するまで
のプロセスを示している。この抽出されたデータ群が、本研究で独自に開発したデータベースシステム UniFoDBを
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動かすコーパスとして重要な核となっている。この宗教言語コーパスの構築は、その抽出プロセスも含めて本論の重要
かつ独自性を発揮した部分であると言える。 
第６章では、先に述べたデータベースシステム “UniFoDB” (Unified Format and Database for Analyzing Christian 
Elements in Newspapers)の構築と運用について述べられている。これは著者自身が記事データを蓄積しながらシステ
ムの更新を続け、構築した宗教言語データベースシステムである。本研究を遂行するにあたって、本UniFoDBシステ
ムは、記事コンテンツの収集と蓄積、そして分析・考察の際の検索・分類ツールとして重要な機能を担うことが説明さ
れている。現在、このデータベースにはドイツ語と英語の両言語を合わせて計209語彙のタグが生成されており、報道
テキストおよび記事に付随する画像、記事表示のレイアウト情報もコンテンツデータとして蓄積されている。これらの
コンテンツデータが第５章で言及した宗教言語コーパスと連動することにより、そこに内包されるキリスト教的要素を
明示的に示す形で抽出・表示される仕様である。 
第７章では、実際にUniFoDBを用いた分析事例とその考察が記述されている。本章では、独米それぞれの記事コン
テンツで出現頻度の高い “Apokalypse” および “Limbo” の使用事例を挙げ、それぞれの位置付けと記事コンテクスト
で担う意味を分析するプロセスを記述している。考察部分では、両言語圏で使用される宗教言語の機能について、その
傾向を共有する点および相違する点に分けて比較・論述している。 
第８章では、発信者側および受容者側の意識調査をおこなった内容が、その手法およびデータ収集プロセスも含めて
詳しく記述されている。特に各新聞媒体の発信者であるジャーナリストへのインタヴューでは、聞き取り調査をおこ
なったプロセスの中で、書き手側がみずから使用する言語に内在する宗教言語要素を意識化したことは、注目に値す
る。 
第９章では、テキストコンテンツおよびインタヴューデータを総合的に考察し、総括を論じている。同時に、本研究
では成し得なかった他の言語圏との比較分析、より長期的な時間軸でデータを収集・分析する点は、本研究に不足する
部分として、今後の展望に述べられている。 
 
本研究の学術的貢献として、ドイツ語および英語による「3.11」報道では、テキストコンテンツにキリスト教的要素
(以下、宗教言語)が表現手段として夥しく用いられる現象が検証された点、特に記事に書かれる人々の内面描写、観念
的記述に宗教言語が集中する傾向にある点、そして画像や紙面構成を含めた全体の記事コンテクストが、聖書のメタ
ファーやシンボルを内在させることで、別のコノテーションを想起させる点が挙げられる。これは、日本の「3.11」が、
他の言語文化圏でどのように報道されていたのか、その日本像を相対化するだけでなく、キリスト教的要素を言語表現
手段として用いることによって、報道内容に価値観・世界観の干渉が起こり得ることを意味する。同時に海外からの報
道記事を日本国内のメディアで発信する際は、キリスト教的要素の使用と意味が排除される傾向があることも否めな
い。本研究を通して「3.11」報道のみならず、報道メディア全体を新たな視点から捉えなおすことの重要性を提示でき
たのではないかと考える。また、本研究で独自に開発したデータベースシステム “UniFoDB” (Unified Format and 
Database for Analyzing Christian Elements in Newspapers)は、今後、多言語による宗教言語コーパスのタグを構築
することにより、他の言語圏で発信された報道データを取り込むことが可能になることが予想される。その意味でメ
ディア分析研究への更なる貢献が期待される。 
佐藤 友紀子君は、博士課程教育リーディングプログラムGESL（グローバル環境システムリーダープログラム）の
一員として、学際的かつ国際的な環境を生かしながら本研究を遂行した。ドイツおよびアメリカでのフィールドワーク
を通して、ドイツ語および英語をスキルにして一連のデータ収集および分析・考察に至る研究活動をおこなう能力を身
につけており、すでに両言語を使用した学会発表ならびに論文執筆でその成果を残している。自然言語と人工言語を研
究手法として活用した本研究は、まさにSFCの教育環境でこそ育まれた成果であると実感する。 
以上の理由により、請求者は今後、複眼的な視点から問題提起をおこなうことのできる、独立した研究者として新規
研究を立案・遂行する能力があると言える。よって本学位請求論文は博士（政策・メディア）の学位授与の要求水準を
満たすものと認められる。 
 
 
